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(57)【要約】
【課題】ハイドロゲルが有する高い定着効果によって、
消臭効果と持続性に優れ、かつ水洗による再使用が可能
な高機能性消臭和紙および当該消臭和紙の製造方法を提
供する。
【解決手段】本発明に係る高機能性消臭和紙は、和紙に
、消臭剤としてのヨウ素アニオン交換樹脂および当該消
臭剤の効果を長期的に安定持続させるためのトルマリン
を、ハイドロゲルによって定着してなることを特徴とす
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　和紙に、消臭剤としてのヨウ素アニオン交換樹脂および当該消臭剤の効果を長期的に安
定持続させるためのトルマリンを、ハイドロゲルによって定着してなることを特徴とする
高機能性消臭和紙。
【請求項２】
　請求項１に記載の高機能性消臭和紙の両面に、さらに当該和紙よりも薄い保護和紙を抄
き合させ、その外部よりハイドロゲルを含浸させて定着させたことを特徴とする高機能性
消臭和紙。
【請求項３】
　ヨウ素アニオン交換樹脂とトルマリンをハイドロゲル溶液に混入して分散させた混合液
を作成し、和紙原料に上記混合液を加えて撹拌・混練した後に、これを抄紙して乾燥する
ことを特徴とする高機能性消臭和紙の製造方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の高機能性消臭和紙の両面に、さらに当該和紙よりも薄い保護和紙を抄
き合させ、その外部より、さらにハイドロゲルを含浸させて乾燥することを特徴とする高
機能性消臭和紙の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消臭効果およびその持続性に優れ、かつ水洗による再使用が可能な高機能性
消臭和紙およびこれを製造するための方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、家庭用の消臭商品として、化学合成消臭剤が多く使用されているが、これらの消
臭商品にあっては、速効性を有しているものの、その消臭効果が比較的に小さく、かつ消
臭効果の持続性もかなり低いうえに、消臭効果を復元させて再使用（リサイクル）するこ
とができないという欠点を有している。
【０００３】
　これに対して、冷蔵庫の中で使用されている活性炭を使用した消臭商品などは、天然素
材を用いたものであって、比較的消臭効果の持続性が高いものの、大型でかさばり、かつ
高価であるとともに、容易には再使用することができないという欠点を有している。
【０００４】
　一方、天然繊維である和紙は、軽量で水洗に耐えうるために、当該和紙に速効性がある
消臭剤を定着させることにより、消臭効果に優れるとともに、安価で取り扱いが容易な消
臭商品と成り得るが、特に上記和紙は、消臭剤を強固に定着することが困難であるために
、消臭効果の持続性や、水洗等による再使用を実現することが難しいという問題点があっ
た。現在、消臭紙として、茶葉に含まれるカテキン等を紙に混入したポケットティッシュ
が販売されているが、その用途は靴やカバン等小物の消臭に限られている。また、下記特
許文献１には金属イオン（銅イオン、第二鉄イオン）をレーヨンファイバーに導入させた
消臭繊維を紙に混入した消臭紙が開示されており、消臭機能は高いが高価であるため汎用
的ではない。
【０００５】
　そこで、本発明者等は、上記和紙に対する消臭剤の定着に、下記特許文献２において開
示したハイドロゲルが有効ではないかとの着想の元に、上記消臭剤として、消臭・殺菌効
果に優れるヨウ素アニオン交換樹脂を消臭剤として用い、さらに当該消臭効果の持続・安
定性を向上させる助剤としてトルマリンを配合するとともに、定着剤として上記ハイドロ
ゲルを使用して、下記特許文献２において提案したハイドロゲル塗工和紙の技術により消
臭和紙を試作して、消臭効果および持続性等に関する種々の実証試験を行った。
【０００６】
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　そして、この結果、上記ハイドロゲルが有する強固な定着性によって、人体にも影響が
無く、かつ消臭効果およびその持続性に優れるとともに、手軽な水洗により消臭効果を再
生できるリサイクル機能を備えることにより、長期間の使用が可能となることから、経済
性に優れた低コストの消臭和紙が得られるとの知見を得るに至った。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平０６－２５９９８号公報
【特許文献２】特開２００３－４８９９７号公報
【特許文献３】特開２００８－２６６８２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記知見に基づいてなされたものであり、ハイドロゲルが有する高い定着効
果によって、消臭効果およびその持続性に優れ、かつ水洗による再使用が可能な高機能性
消臭和紙および当該消臭和紙の製造方法を提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の本発明に係る高機能性消臭和紙は、和紙に
、消臭剤としてのヨウ素アニオン交換樹脂および当該消臭剤の効果を長期的に安定持続さ
せるためのトルマリンを、ハイドロゲルによって定着してなることを特徴とするものであ
る。
【００１０】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の高機能性消臭和紙の両面に、さらに
当該和紙よりも薄い保護和紙を抄き合させ、その外部よりハイドロゲルを含浸させて定着
させたことを特徴とするものである。
【００１１】
　次いで、請求項３に記載の発明は、ヨウ素アニオン交換樹脂とトルマリンをハイドロゲ
ル溶液に混入して分散させた混合液を作成し、和紙原料に上記混合液を加えて撹拌・混練
した後に、これを抄紙して乾燥することを特徴とするものである。
【００１２】
　さらに、請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の高機能性消臭和紙の両面に、さら
に当該和紙よりも薄い保護和紙を抄き合させ、その外部より、さらにハイドロゲルを含浸
させて乾燥することを特徴とするものである
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１～４のいずれかに記載の発明によれば、後述するように、家庭のトイレ、冷蔵
庫、台所、室内等における代表的な悪臭成分であるアンモニア、酢酸、硫化水素等の悪臭
に対して、高い消臭効果を備えた高機能性消臭和紙を得ることができる。
　加えて、和紙へのハイドロゲルによる強固な消臭剤等の定着機能により、長期間にわた
って消臭効果を発揮することができるとともに、消臭効果が小さくなった際に、家庭で簡
単な水洗の処理を行うのみで、悪臭成分の分解物質等を洗い流すことができ、よって再び
乾燥させることにより、上記消臭効果を復元して再使用することができる。
【００１４】
　この結果、軽量でかさばらずに、しかも消臭効果と持続性に優れ、かつ水洗による再使
用（リサイクル）が可能な安価な高機能性消臭和紙を提供することができる。
【００１５】
　また特に、請求項２または４に記載の発明のように、和紙原料に上記ハイドロゲル混合
液を加えて撹拌・混練し、これを抄紙して乾燥することによって得られた高機能性消臭和
紙の両面に、当該和紙よりも薄い保護和紙を抄き合させ、その上からハイドロゲルを含浸
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させ、乾燥させることによって、より一段と消臭剤等の保持効果を高めることができる。
この結果、水洗による再生を繰り返し行っても、消臭効果を持続させたままで、２年間程
度の長期間にわたって使用することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る高機能性消臭和紙の製造方法の一実施形態を示すフローチャートで
ある。
【図２】図１の他の実施形態を示す追加部分のフローチャートである。
【図３】図２に示す製造方法によって得られた本発明に係る高機能性消臭和紙の一実施形
態を示す縦断面図である。
【図４】図１で得られた高機能性消臭和紙の消臭効果の持続性を示すグラフである。
【図５】本発明の実施例１の結果を示す図表である。
【図６】本発明の実施例２の結果を示す図表である。
【図７】本発明の実施例３の結果を示す図表である。
【図８】本発明の実施例４の結果を示す図表である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、図１に示すフローチャートに基づいて、本発明に係る高機能性消臭和紙の製造方
法の一実施形態について説明する。
　なお、本実施形態において使用するハイドロゲルは、上記特許文献２において開示され
ている高吸収性デンプンゲルであって、カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）とデンプ
ンとをブレンドし、水と十分に練って糊状のペーストとした状態で、電離性放射線（γ線
、電子線、Ｘ線）を照射することによって得られるものである。
【００１８】
　一般に、和紙は、その原料に硫酸バンド０．０～２．０wt%、デンプンのり０．０～２
．０wt%およびサイズ剤０．０～２．０wt%や染料（適宜）を配合して、抄紙をしている。
　これに対して、上記高機能性消臭和紙を製造するには、先ず消臭剤としてのヨウ素アニ
オン交換樹脂３．０～４０．０wt%および当該消臭剤の効果を持続安定させるためのトル
マリン２．０～１０．０wt%を、上記ハイドロゲルを１．０～２．０wt%含む溶液に混入し
て分散させる。
【００１９】
　次いで、パルプ、コウゾ、ミツマタ等からなる和紙原料に、上記ヨウ素アニオン交換樹
脂とトルマリンを配合したハイドロゲル溶液を、重量比で１．０wt%程度混入して攪拌す
る。
　そして、従来の和紙の抄紙と同様に、上述した硫酸バンド、デンプンのりをそれぞれ添
加するとともに、サイズ剤を配合する。
【００２０】
　次いで、これを抄紙し、乾燥する。さらにハイドロゲル１．０wt%溶液を含侵させて、
再び乾燥することにより、高機能性消臭和紙とする。
【００２１】
　ちなみに、本発明者等は、上記ハイドロゲルによる消臭剤等の定着効果を確認するため
に、図１に示すように、ヨウ素アニオン交換樹脂８．０wt%とトルマリン４．０wt%を、ハ
イドロゲル１．０wt%溶液に混入して分散させ、これを上記和紙原料に重量比１．０wt%混
入して攪拌したものに、硫酸バンド３．０wt%、デンプンのり３．０wt%を添加するととも
に、サイズ剤を配合して混練した後に、抄紙して乾燥し、さらにハイドロゲル１．０wt%
溶液を含侵させて、再び乾燥することにより本発明に係る高機能性消臭和紙を作成した。
【００２２】
　また、上記ハイドロゲルを使用しない消臭和紙として、硫酸バンド、デンプンのり、サ
イズ剤のみによって、上記ヨウ素アニオン交換樹脂、トルマリンを定着させたもの（消臭
剤等の配合量は同量）を作成した。そして、これらの消臭和紙を、各々Ａ４サイズにして
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、水洗による定着強度の比較試験を実施した。
【００２３】
　具体的には、上記段落（００２１）で得られた高機能性消臭和紙および段落（００２２
）で得られた消臭和紙を各々水洗し、水洗（水道水、流水１分）の回数による測定用サン
プルの中央部から５ｃｍ×５ｃｍ角の正方形を３箇所抽出して、それぞれの場所を２００
倍に拡大写真にし、黒色のヨウ素アニオン交換樹脂の個体数を目視で数えてその平均値を
算出した。また、上記高機能性消臭和紙については、悪臭成分であるアンモニアについて
消臭効果の評価も行った。図４は、その結果を示すものである。
【００２４】
　図４に見られるように、ハイドロゲルを添加・含侵した本発明に係る高機能性消臭和紙
は、水洗を１０回行った後においても、ヨウ素アニオン交換樹脂（個体）の減少が少なく
、したがってアンモニアの消臭効果も９５％以上を維持することがわかった。
　これに対して、比較例となるハイドロゲルを使用しない消臭和紙は、水洗によってヨウ
素アニオン交換樹脂（個体）が著しく剥がれ落ちていることがわかった。
【００２５】
　これにより、ハイドロゲルが定着に寄与する効果は大きいことが判明した。すなわちハ
イドロゲルにより、水洗回数が増えても個体数の減少率が小さく、よってアンモニアの消
臭効果は水洗の影響をほとんど受けずに、水に不溶性であるハイドロゲルが消臭剤を強固
に安定的に定着させていることが確認できた。
【００２６】
　次に、図２および図３に基づいて、本発明に係る高機能性消臭和紙の製造方法の他の実
施形態について説明する。
　この製造方法においては、図１に示した製造方法と、混練までの工程は同一である。そ
して、本製造方法においては、図２および図３に示すように、ヨウ素アニオン交換樹脂を
配合した和紙の両面に、さらにこの和紙よりも薄い保護和紙を抄き合わせ、次いで上記保
護和紙にハイドロゲル１．０wt%を含浸させて乾燥することにより、高機能性消臭和紙（
３層構造）を得る。
【００２７】
　したがって、本実施形態の上記段落（００２６）の製造方法によって得られた高機能性
消臭和紙によれば、保護和紙によって、図１によって得られる高機能性消臭和紙よりも、
より一段と消臭剤等の保持効果を高めることができるために、後述する実施例４から明ら
かなように、水洗による再生を繰り返し行っても、消臭効果を持続させたままで、長期間
にわたって使用することが可能になる。
【実施例】
【００２８】
　本発明の具体的な効果を実証するために、トイレ、冷蔵庫、台所、室内の代表的な家庭
内の悪臭成分であるアンモニア、酢酸、硫化水素の３種類を対象とする悪臭として選定し
、これらの悪臭に対して、外部の専門検査機関である財団法人日本繊維製品品質技術セン
ターにて消臭効果とその持続性を評価、確認するための消臭試験を行った。
【００２９】
　本発明に係る実施例および比較例ともに、消臭試験の試料の寸法は、１０×１０ｃｍで
あり、消臭効果の試験は、５００ｍｍＬ容器内の２時間後における悪臭残存濃度のガス検
知管式測定にて行った。また、持続性については、所定の初期ガス濃度とされた袋内に試
料を保管して、一定期間経過後における当該ガスの残存率によって検証した。さらに、ア
ンモニアおよび酢酸については、水洗による耐久評価試験も行った。
【００３０】
（実施例１）アンモニア（初期ガス濃度：１００ｐｐｍ）に対して
　図５は、本発明に係る実施例１－１～７及び比較例１－１～５は消臭効果及びその水洗
効果を検証した試験結果である。なお、消臭効果は、消臭対象ガスの残存率（％）で表し
ており、いずれも、上記ガス検知管式測定によって検証した消臭効果の結果である。
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【００３１】
　これらの結果から、本発明に係る実施例１－１～４は、ハイドロゲルを定着に用いてい
ない比較例１－１～２と比較して、消臭効果に優れていることが判る。
　また、実施例１－３～４と比較例１－４との対比から、トルマリンを配合することによ
り、比較的に持続安定性のある消臭効果が得られることが確認できる。
　なお、上記の消臭剤の長期活性化と消臭和紙の持続安定を補助するための助剤として、
別名「電気石」として知られている天然素材のトルマリンを用いているが、図５比較例１
－４～５からも分るように、水洗回数の少ない半年程度の短期間使用の場合には、特にこ
の助剤を使用しなくても、当該消臭効果に著しく大きな影響を及ぼすもりではない。
【００３２】
　また、実施例１－５～７は、実施例１－４同等品の水洗効果を検証したものである。一
定期間(約２ケ月間)使用した後に水洗することにより、消臭効果が作成時に近い値にまで
復元していることが確認できる。
　なお、実施例１－５と１－７のアンモニア残存結果より、浸し水による水洗は１分間で
消臭効果の持続性が高いことが確認できた。
【００３３】
（実施例２）酢酸（初期ガス濃度:５０ｐｐｍ）に対して
　図６は、本発明に係る実施例２－１～５および比較例２－１～３の消臭効果を検証した
試験結果である。なお、消臭効果は、実施例１と同様に、消臭対象ガスの残存率（％）で
表しており、いずれも、上記ガス検知管式測定によって検証した消臭効果の結果である。
【００３４】
　これらの結果から、酢酸についても、本発明に係る実施例２－１～３によれば、ハイド
ロゲルを定着に用いていない比較例２－１～２と比較して、消臭効果に優れていることが
判る。
【００３５】
　また、実施例２－４～５は、実施例２－３同等品の水洗効果を検証したものであり、一
定期間（約２ヶ月間）保管した後に水洗することにより、水洗しない場合（実施例２－３
）と比較して、消臭効果がかなり回復していることが確認できる。
【００３６】
（実施例３）硫化水素（初期ガス濃度：４ｐｐｍ）に対して
　図７は、本発明に係る実施例３－１～７の消臭効果を検証した試験結果である。なお、
消臭効果は、実施例１と同様に、消臭対象ガスの残存率（％）で表しており、いずれも、
上記ガス検知管式測定によって検証した消臭効果の結果である。
　図７の硫化水素残存率の結果から、ハイドロゲル、消臭剤、トルマリンの各々の配合割
合が同一である図５（アンモニア初期ガス濃度　１００ｐｐｍ）の実施例１－１～２、図
６（酢酸初期ガス濃度　５０ｐｐｍ）の実施例２－１～２、図７（硫化水素初期ガス濃度
　４ｐｐｍ）の実施例３－１～２を比べると、当該消臭剤の消臭効果すなわち悪臭ガス分
解の選択制は、大きい順にアンモニア、酢酸、硫化水素であることが判る。また、実施例
３－６～７による硫化水素残存率の大きな減少結果により、むしろ消臭効果の寄与は、消
臭剤の増量効果が大きく影響していることが判る。
【００３７】
（実施例４）３層構造にすることの効果
　図１に示した製造方法によって得られる高機能性消臭和紙（以下、１層と略す。）と、
図２および図３に示した和紙の両面に薄い保護和紙を抄き合せて一体化させた高機能性消
臭和紙（以下、３層と略す。）を用い、それぞれ水道水に１分間浸けること（浸け水）を
繰り返し行う水洗の耐久評価試験を実施した。
【００３８】
　評価方法は、実施例１に示したものと同様に、初期ガス濃度が１００ｐｐｍのアンモニ
アガスを用いて、５００ｍｍＬ容器内の２時間後における悪臭残存濃度のガス検知管式測
定により実施した。１層および３層の高機能性消臭和紙は、いずれもヨウ素アニオン交換
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樹脂８．０wt%、トルマリン４．０wt%、ハイドロゲル１．０wt%である。
【００３９】
　この試験は、水洗による再使用によって１年間継続して消臭効果を発揮させるために、
５回の水洗を想定して行った。さらに、再使用の回数を、１年以上の使用も想定し、１０
回の水洗による消臭効果の確認も実施した。
　図８は、この結果を示すもので、特に３層とした高機能性消臭和紙によれば、水洗１０
回の強固な定着が確認できたことから、当該水洗を行うことにより約２年間の安定的な消
臭効果が期待されることが実証された。
【００４０】
　前記のとおり、消臭剤のヨウ素アニオン交換樹脂がアンモニア、酢酸及び硫化水素の家
庭内悪臭成分を分解消臭できることが確認できた。しかし、その実効性として重要な要素
の一つである速効性の大きさについては、図５の実施例１－４、図６の実施例２－３及び
図７の実施例３－６の結果より、速効性が大きい順にアンモニア、酢酸、硫化水素である
ことが判り、いずれも、実用化可能な大きな消臭効果が確認できた。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月21日(2010.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　そこで、本発明者等は、上記和紙に対する消臭剤の定着に、下記特許文献２において開
示したハイドロゲルが有効ではないかとの着想の元に、上記消臭剤として、消臭・殺菌効
果に優れるヨウ素アニオン交換樹脂を消臭剤として用い、さらに当該消臭効果の持続・安
定性を向上させる助剤としてトルマリンを配合するとともに、定着剤として上記ハイドロ
ゲルを使用して、下記特許文献３において提案したハイドロゲル塗工和紙の技術により消
臭和紙を試作して、消臭効果および持続性等に関する種々の実証試験を行った。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　一般に、和紙は、その原料に硫酸バンド０．０～２．０wt%、デンプンのり０．０～２
．０wt%およびサイズ剤０．０～２．０wt%や適宜染料を配合して、抄紙をしている。
　これに対して、上記高機能性消臭和紙を製造するには、先ず消臭剤としてのヨウ素アニ
オン交換樹脂３．０～４０．０wt%、当該消臭剤の効果を持続安定させるための助剤トル
マリン２．０～１０．０wt%および上記ハイドロゲルを１．０～２．０wt%含む溶液に混入
して分散させる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
（実施例３）硫化水素（初期ガス濃度：４ｐｐｍ）に対して
　図７は、本発明に係る実施例３－１～７の消臭効果を検証した試験結果である。なお、
消臭効果は、実施例１と同様に、消臭対象ガスの残存率（％）で表しており、いずれも、
上記ガス検知管式測定によって検証した消臭効果の結果である。
　図７の硫化水素残存率の結果から、ハイドロゲル、消臭剤、トルマリンの各々の配合割
合が同一である図５（アンモニア初期ガス濃度　１００ｐｐｍ）の実施例１－１～２、図
６（酢酸初期ガス濃度　５０ｐｐｍ）の実施例２－１～２、図７（硫化水素初期ガス濃度
　４ｐｐｍ）の実施例３－１～２を比べると、当該消臭剤の消臭効果すなわち悪臭ガス分
解の選択性は、大きい順にアンモニア、酢酸、硫化水素であることが判る。また、実施例
３－６～７による硫化水素残存率の大きな減少結果により、むしろ消臭効果の寄与は、消
臭剤の増量効果が大きく影響していることが判る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】
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